
泉佐野丘陵緑地 デザインコード（指針）について～これまでのふりかえり～  

 
・昔から継承されてきた樹林や地形を良好な状態へ修復する。 

・山並み、樹林、地形の連続性を確保する。 

・魅力的な微地形を活かす。 

・見晴らしのよい場所を守る。 

・周辺地域の伝統文化・技術を取り入れる。 

人と自然の営みがつちかってきた景観を活かし、土地利用・自然
災害等を通じて痛んだ丘陵景観・自然環境を元々の良好な形に修
復することを基調にデザイン・整備を図る。 

景観に関する考え方 

生態系に関する考え方 

〇デザイン・整備に関する基本的考え方 

○公園の外から見たなだらかな丘の景色 

○棚田跡のだんだん 

○公園の顔になる森 

中地区で特に大切にする景観 

各施設における景観構成要素 

「色」 
・景観を阻害（自己主張）せず、周辺環境になじむ、自然を感じさ

せる色彩 

 ⇒飴色、柿渋色、栗色、うぐいす色、うす萌黄など 

・泉州地域の民家の屋根瓦、外壁 

 ⇒燻黒、墨色、うす鈍色など 

 

「かたち」 
・景観を阻害（自己主張）せず、周辺環境になじむ、自然を感じさ

せる形状 

・急激な変化は少なく、ゆるやかな形状 

※ただし、来園者の安全確保、利便性にかかる部分については、機

能性も考慮 ⇒欄干、安全柵高さ など 

 
「素材」 
・生態系にやさしい材料、製品、工法 

・出来る限り現地で採取、発生する材料（有機物のゼロエミッション） 

※ただし、来園者の安全確保、利便性にかかる部分については、機能性

を考慮 ⇒擬木など 

※日本の伝統色より 

協議２－４ 

道路照明灯 誘導灯 総合案内板 辻サイン 園路灯 






	スライド番号 1

